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水稲育苗箱窒素全量施肥における
出芽時の処理や施肥位置が苗質に与える影響

， .はじめに

水稲育苗箱窒素全量施肥(以下苗箱全量施肥)

を実践した人の中で「栽培年により苗丈が長い上

に根張りが悪く 田植え時の取扱いに苦労するこ

とがある」と感じた人がおられるのではないだろ

うか。また，その原因を漠然とその年の気象や水

管理等に落ち着かせ 「苗箱全量施肥とはそのよ

表， .処理概要

因子
水準

1 2 

施肥法 床土上 箱底
育苗器温度 CC) 28 30 

育苗器処理時間 (h) 48 72 

鳥取県農業試験場環境研究室

室長坂 東 ↑苔

3 

慣行

うなもの」と半ば諦め 受け入れてきた人も多い

のではないだろうか。

私自身，農家からそのような相談を受けたとき

に，育苗時の気温や水管理などに理由を求め聞き

取りを行っていたが 必ずしも明確な回答が出せ

ず，煩問とした気持ちを残して相談を終えること

が少なからずあった。そこで 苗の根張りが悪い

など百質を低下させている原因を明確

にするため，出芽時の温度管理や施肥

方法が苗質に与える影響について検討

を行い，最適な出芽条件や施肥位置な

どの知見を得たので紹介する。

2. 方法

処理概要を表 1に示す。
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処理内容

苗箱まかせ 施肥位置

施用 床土上 ・層状
施用 箱底 ・層状
(無)
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因子として施肥法，育苗器温度，育苗器処理時

間を設定し，それぞれ3水準で試験を行った。

床土上および箱底処理での施肥は，苗箱全量

施肥専用肥料である「苗箱まかせ」シリーズの

中で100タイプ (N400-100) と120タイプ

(N400-120) を重量比 2: 1で混合したものを，

育苗箱 1箱あたり 1.2kg用いた。育苗箱は深さ

28mmの稚苗用育苗箱 (KubotaDK-3) を使用

した。覆土は，全ての処理区で肥料を添加してい

ない専用土を厚さ約 9mmで行った。床土は，床

土上処理および箱底処理では覆土と同じものを，

慣行処理では窒素 リン酸加里を育苗箱一箱あ

たり1.1g，1.4g， 1.3g添加した専用土を使用した。

供試品種にきぬむすめ(鳥取では中生品種)を用

問「叫8時間ロ72時間口114時間医召 μ0 

200 

6 160 
5 120 
判
1時

(播種36日後)に育苗器温度30
0

C. 72時間処理の

苗について草丈葉齢苗重の調査を行った。

3. 結果

( 1 )草丈は育苗器の処理時間が長いほど長くなっ

た。処理温度による草丈の違いは判然としなか

った。施肥法別の比較では30
0

Cおよび32
0

Cの

114時間処理において慣行が床土上，箱底処理

に比べ草丈が高くなったが，他の処理問では判

然としなかった(図 1)。草丈は育苗器処理の

積算温度との関係において 1次式で示される強

い相関が観察された(図 2)。

(2)葉齢は慣行に比べ床士上 箱底処理が大き

かった。育苗器の処理時間が長いほど葉齢が小

さい傾向を示した。処理温度との関係は判然と

直E 胤
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0

C 

育苗器処理温度

(誤差パーは標準偏差を示す。図 3"-'図6共通)

図 1.育苗器処理時間ごとの育苗器温度と草丈との関係
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いた。播種量は催芽種子を箱あたり 160gとした。

育苗器による加温処理は播種直後から行い，加温

処理後，露地に出し24時間寒冷紗で覆い緑化処理

を行った。潅水は午前 8時から 2"'3時間おきに

一日あたり 4回実施した。播種は2013年5月21日

に，調査は6月12日(播種22日後)に行った。

調査項目は草丈，葉齢，マット強度，苗重，葉

色とし，葉齢は不完全葉を除いた値とした。マッ

ト強度はプッシュプルゲージ(日本計測システム

ズ， AN-100) を用い， 5cm幅に切断した苗を

引っぱり，破断した値とした。百重は地上部乾物

重とした。葉色は水稲用葉色カラースケール(富

士平工業)を用いた。

また，播種後の経過日数と苗の生育との関係を

把握するために 上記調査日に加え， 6月26日
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図 2. 育苗器処理時間の積算温度と草丈の関係
(6月12日調査)
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( 3 ) 

に苗の取り扱いの目安である1.5N/cmを大

きく超えた。床土上と箱底の比較においては，

箱底処理でマ ッ ト強度が高い傾向を示 した

(図4)。

(4)苗重は施肥法育苗器温度育苗器処理時間

の処理に対していずれも一定の傾向は見られな

かった(図 5)。

しなかった(図 3)。

(3)マット強度は慣行が床土上および箱底処理に

比べ高くなった。床土上および箱底処理にお

いて114時間処理は48時間 72時間処理に比

べ明らかにマ ット強度は低下した。床土上お

よび箱底処理において 280Cまたは300Cの72

時間処理が総じてマ ット強度が高く， 移植時
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図6. 育苗器処理時間ごとの育苗器温度と葉色との関係

表2.施肥法別の草丈，葉齢，苗重の推移 (2013年)

播種22日後 (6月12日)

処理区
草丈
(mm) 

苗重
葉齢

(mg/本)

2.8 a 15.6 

2.8 a 14.3 

2.5 b 14.4 

床土上

箱底

慣行

138 

140 

136 

播種36日後 (6月26日)

草丈
葉齢

苗重
(mm) (mg/本)

221 a 4.0 a 32.1 a 

225 a 3.9 a 31.2 a 

161 b 3.2 b 22.0 b 

出芽条件:育苗器30
0

C，72時間処理
※異なるアルファベット聞に危険率 5%未満で有意差あり

(5 )葉色は慣行に比べ床土上および箱底処理が濃

くなった。また，育苗器48時間処理が72時間，

114時間処理に比べ濃くなった(図 6)。

(6 )播種22日後と36日後の比較において， 22日

後では各処理聞に有意差が認められなかった草

丈，苗重が36日後では床土上および箱底処理

が慣行を上回った。葉齢は床土上および箱底処

理と慣行との差が大きくなった(表 2)。

4. この試験でわかった育苗の留意点

( 1 )出芽の温度は28--300C，処理時間は72時間

が最適

上記の最適な処理を行った直後の覆土(覆土厚

9mm)から出ている芽の長さは概ね5"'-'10mm

であり，個体の中にはまだ覆土から芽が出ていな

いものもあった。このような出芽の状態は農家に

よっては多少の物足りなさを感じるかもしれな

い。しかし， これ以上出芽処理を行うと草丈の伸

長とマッ ト強度の低下を招く 。特に苗箱全量施肥

の場合，慣行苗と比べマット強度に余裕がなく，

出芽時の処理を誤ると必要なマット強度が得られ

ず田植え作業に支障を来してしまう。上記の最適

な処理条件は加温器を用いた場合であるが，積重

ね法や平置き法でも同様に 出芽処理を進め過ぎ

るとマット強度等に問題を抱えてしまうと推測さ

れる。周辺環境に影響を受けやすい方法では出芽

の状況をこまめに観測することが肝要であろう。

また，均質な出芽を得るには催芽の行程が重要で

ある。昔からイネ作りは「苗半作」と言われるが，

苗箱全量施肥においては半分より少々割合が高い

と心得た作業が求められる。
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(2 )施肥位置は箱底に

苗質の良否を判断する際に もっとも考慮すべ

き項目がマット強度ではないだろうか。なぜなら

十分なマット強度が得られなければ，田植え作業

が滞ってしまうからである。このマット強度を基

準に判断すると 施肥位置は従来の床土上処理よ

りも箱底処理の方が高い強度が得られやすいこと

から，苗箱全量施肥法の施肥位置は箱底施肥が望

ましいと考えられる。この理由として箱底施肥は

籾直下に床土があり 発根と同時に毛根が伸長し

易く早く根絡みしやすい環境にあることが考えら

れるが，今後の検証が必要である。

(3 )苗箱全量施肥の苗はぐんぐん伸びる。移植時

期を考慮し，播種目を設定する。

当たり前の話であるが 苗は時間とともに生長

する。ただし，ある時期から慣行苗の生育速度が

鈍るのに対し，苗箱全量施肥の苗はさほど鈍化せ

ず生長を続けるようである。これは育苗期間中，

わずかながら苗箱まかせから窒素が供給されてい

るために，苗の栄養状態が改善されるためと考え

られる。この特徴が 苗箱全量施肥の苗は「草丈

が伸びやすしリといった認識につながると思われ

る。丈が長すぎる苗を作らないためには，出芽処

理の積算温度を抑えることと，計画的に播種時期

を設定することが大切と考える。

5. 最後に

苗箱全量施肥の育苗は決して難しい技術ではな

い。特別なやり方や肥料以外の特殊な資材を要求

する技術でもない。ただ，いくつかのポイントを

押さえた育苗が求められるようである。そのポイ

ントは慣行育苗においても共通するが，苗箱全量

施肥においては慣行に比べ床土量が少ないために

冗長性が低く，ポイントがずれた場合の影響が大

きいのである。重なるが，ポイントを押さえた作

業は決して難しいものではない。十分な潅水と前

述の育苗の留意点を押さえ 百箱全量施肥の省

力，低コスト，生育の均質さなどのメリットを享

受していただきたい。
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<産地レポート>I

長野県における

被覆窒素肥料の普及について

「農業と科学」編集部ジェイ力ムアグリ(株)

1 .長野県の農業概況について

長野県は面積が広く，東西南北で気候風土が異なっている。耕地面積は約11万haの耕地面積

(田約5.5万ha，畑約5.5ha)で，さまざまな標高に応じた農業が営まれている。農家戸数は11万

7千戸余りで全国一位である(平成22年)。農産物としては，水稲をはじめ，野菜，果樹，花，きの

こ等，収穫量が全国有数の品目が多い。

水稲は， 10a当り収量が632kg，一等米比率が96%で 共に全国一位である(全国平均二収量

539kg，一等米比率79.6%:平成25年度)。野菜の収穫量では， レタス，セルリー，パセリ，加工

用トマト，水わさびが全国一位，はくさい アスパラガスが全国第二位である。

2. 全農長野県本部の生産資材の取組み

全農長野県本部では，県内の地域ごとに異なった気候や土壌，作物に適合したBB肥料の開発，

普及をしている(年間約 1万点の土壌分析を実施し，そのデータを基に適正施肥，新銘柄開発，普

及を推進)。農薬に関しては，適正防除指導等を通じて，安全・安心で持続性の高い農作物づくり

に貢献している。合わせて，生産資材価格の低減や省力化に取り組んでいる。また，農業資材，

園芸用品専門庖 IJAファーム」の開発・運営支援も実施している。

3. BB肥料について

昭和53年に設立されたBB肥料工場

(現側JAアグリエール長野)において，

昭和55年には野菜用肥料として，硝安入

りのN552，N262などが新銘柄化され

た。その後，施肥省力化を目的として，

被覆窒素肥料 iLPコート町 を配合した

新銘柄が水稲，野菜を中心に逐次開発さ

れてきた。

4. 被覆窒素肥料の普及と現在の取組み

現在， LPコート入りのBB肥料として，

水稲で、は「水稲ワンタッチS100J，加工

用トマトでは「ジュース用トマト一発肥

料」など，水稲，麦，葉物野菜用の全量

基肥用肥料が県域 JAオリジナル肥料

として銘柄化されている(写真参照)。

前述のとおり，長野県では異なる気

候，土壌，作物，作型などに対応した

(=LPコートのタイプや配合割合を変更)JAオリジナル肥料が普及しており 現在の取組みとし

ては，水稲における高温耐性新品種「風さやかJ(長野県育成品種)に適したLPコート入りの水稲

基肥一発肥料の開発に向け試験中である。

最後に，本情報を提供いただいた全農長野県本部生産資材課に御礼申し上げる。

絹
可
誕
回
聞
紙
l
番
繭
軍
選

LPコート入りのBB肥料

BBジュース熔トマト専用~.l!le(ー発砲料)
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セル内基肥全量施肥による
4月穫りレタスの施肥低減 省力化の検討

， .はじめに

兵庫県淡路地域では 冬期の温暖な気候を活か

して，厳寒期~春穫りレタスの栽培が盛んに行わ

れており，その多くはトンネルマルチによる 2作

穫りの作型である(図 1)。施肥は， 1作目では

緩効性肥料を全量基肥施用しているが， 2作目の

4月穫りで、はマルチを張った状態で株間に穴肥を

株ごとに施用するため 作業労力が大きい。そこ

で，肥効調節型肥料を育苗培土に混和するセル内

基肥全量施肥による 2作目 4月穫りレタスの施肥

作業の省力化および施肥量低減の可能性を検討し

た。

品種|作型 I 9月

1作目
レガシー|

(年内穫り)

2作目
コンスタント|

(4月穫り)

兵庫県立農林水産技術総合センター
淡路農業技術センター 農業部

研究員 中野伸

2. 試験方法

試験は2012年度と2013年度の 2カ年，淡路農

業技術センター内の圃場(水稲跡，細粒黄色土，

埴壌土，牛ふん堆肥2t/10a連年施用)において

行った。「コンスタントJ(ツルタ)を供試品種と

し，育苗期間中の肥料の溶出を抑えた野菜専用被

覆複合肥料である「育苗じまん2401-80J(以下，

育苗じまん)を基肥として培土に混和するセル内

基肥全量施肥を検討した。培土 1リットル当たり

100'"'-'300gの育苗じまんを基肥として，培土に

均等に混和後， 200穴セルトレイに充填し，播

種・育苗した。試験区毎の詳細な施肥量を表 1に

12月 I 1月 I 2月 I 3月 I 4月

トンネル

~~ = 収穫

O Af=:::、f司、f司、r、f司、国
.......... 

図， .淡路島におけるレタス 2作穫り作型

表， .試験区毎の施肥内容

試験区 供試肥料 施肥方法
株当たり 10a当たり

N施用量 (g) N施用量 (kg)

無施肥区 。 。
育苗じまん100g区 育苗じまん 培土 111当たり 100g混和 0.336 1.982 

80タイプ
育苗じまん200g区 (24 : 1 : 0) 培土 111当たり 200g混和 0.672 3.965 

育苗じまん300g区 培土 111当たり300g混和 1.008 5.947 

慣行区 あさひS634
本圃穴肥 1.085 6.400 

(16 : 3 : 4) 

すべての区の 1作目に基肥としてスーパーIB(18: 9 : 1 0) を200kg/10a施用 (N成分計36kg/10a)
施肥量は5900株/10a， 1セル当たりの培土量は14mlとして計算
使用培土:与作N-15(N; 150mg/は， P205; 1，500mg/は K20; 150mg/は)

N減肥率
(慣行比%)

100 

69 

38 

7 
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示す。セル内に基肥として被覆複合肥料を全量混

ぜ込むことで，局所施肥による施肥量の低減と施

肥作業の省力化を図った。耕種概要は表2の通り

で，育苗はガラス温室育苗(育苗期間中の液肥施

用なし)で行った。畝幅130cmX株間26cmX

2条植え(約5，900株/10a) の黒マルチ栽培で，

慣行区は無施肥百を定植し 定植時に基肥(あさ

表 2. 耕種概要

1ヶ月程度遅れた。定植後から収穫までの気温は

比較的高くなった。 2013年度は12月が低温で

あったため，定植が平年より 2週間程度遅れた。

その後はほぼ平年並みの気温となったが， 2月中

旬と 3月上旬に再度低温に遭遇した(図 2)。

( 2 )苗の生育

定植時の苗の生育は 2012年度及び2013年度

年度 1作目収穫日
2作目 トンネル管理

播種目 全開

2012 2013/2/5 2012/12/4 

4/10 2013 2013/12/16 2013/11/27 

日平均気温 COC)

18 

16~ 、 ーーー2012年度産気温

14~ ~ - 2013年度産気温

12~ 、\ ー・ 平年気温

10 

8 

6 

4 

2 

0 

育苗期間

70日

63日

定植日

2013/2/12 

2014/1/29 

上

図 2. レタス生育期間中の日平均気温の推移

ひS634) を6.8g/株，穴肥として

施肥した。なお 定植時期は無施

肥区を基準にすべて同日に定植し

た。

3. 試験結果

( ， )気象条件

2012年度は11月""'2月が平年

に比べ低温で推移したため，育

苗期間が長くなり， 1作目の収

穫及び 2作目の定植が例年より

日一

8

穫

一
凡

ワ
入

-

A
吐

裾換気

4/5 4/12 

4/10 3/26 

とも同様の傾向を示し，育苗じまん

の混和により，徒長し，欠株も増え

る傾向にあった(図 3)。正常株率

は無施肥区で最も高くなった。無施

肥区と比べ，育苗じまんを混和した

区では地上部重が大きく， T/R比は

高くなった。葉色を示すSPAD値も

育苗じまんの混和量が増えるに従っ

て高くなっていたことから，育苗じ

まんの混和により 育苗期間中の肥

料分の溶出が明らかであった。ま

た，根鉢崩壊率は無施肥区と比べて

図 3. 定植時の苗 (2012年度)
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育苗じまんを混和したほとんどの区で高くなり，

窒素の溶出による根の肥料焼けが見られ，混和量

が多くなるほど根鉢形成は悪くなった(表 3)。

( 3)本圃の生育

いずれの年度においても，結球開始期の最大

葉長，最大葉幅，株張，葉色の値は，育面じま

ん200g区で最も大きく，セル内基肥量が多くな

るほど大きくなったが，培土 1リットル当たり

200gを超えると若干低下する傾向にあった。一

方，生葉数，枯死株率についてはセル内基肥量の

違いによる一定の傾向はみられず，セル内基肥の

濃度障害による生育抑制等は認められなかった

(表4)。

(4 )収量・品質・収益性

収量及び品質に関しては 2012年度と2013年

度で異なる結果となった。 2012年度は，結球重

が慣行区対比で120"'-'137%となり，全ての育苗

じまん区で上回り 収量もセル内基肥量が多くな

るほど増加した。秀品率についても全ての区で

94%以上と高く， 2L及びL球率も無施肥区を除

くすべての区で60%前後であったため，すべて

の育苗じまん区で慣行区と同等の粗収益が確保で

き，育苗じまん100g区で収量と粗収益が最大と

なった(表 5)。

一方， 2013年度は，定植後低温に遭遇し，結

球重は慣行区と比べて全ての育百じまん区で下回

表 3. セル内基肥混和量の違いがレタス苗の生育に及ぼす影響

正常及び不良株率 (%)a 最大 最大
葉数 葉色

根鉢b

年度 試験区 葉長 葉幅 崩壊率 T/R比c
正常 不良 欠株 (cm) (cm) (枚) (SPAD11直) (%) 

無施肥区 97.3 1.0 1.8 5.5 2.6 8.4 29.3 10.8 3.08 

育苗じまん100g区 96.0 0.5 3.5 10.1 3.7 8.0 31.4 16.1 4.72 
2012 

育苗じまん200g区 88.5 9.0 2.5 12.2 3.9 8.4 35.1 31.4 6.71 

育苗じまん300g区 94.0 4.5 1.5 11.9 4.3 8.5 37.5 23.3 12.69 

無施肥区 100.0 0.0 0.0 3.4 2.2 4.9 28.0 13.8 8.73 

育苗じまん100g区 98.5 0.3 1.3 4.2 2.3 5.0 28.7 18.4 8.82 
2013 

育苗じまん200g区 98.1 0.8 1.1 4.4 2.8 5.3 32.7 23.2 7.69 

育苗じまん300g区 98.4 0.8 0.9 4.3 2.6 5.2 33.9 28.1 9.61 

a肥料の溶出による徒長もしくは発芽不良により根鉢形成できていない株を不良とした。
b根鉢崩壊率=(1 -(1 m落下後重一地上部重)/ (全重一地上部重))* 100 
c T/R比=地上部重/地下部重
調査日:2013年2月1日 (2012年度)， 2014年1月27日 (2013年度)

表 4.施肥量・施肥方法の違いがレタス結球開始期の生育に及ぼす影響 (2012年度)

試験区
最大葉長 最大葉幅 葉色 株張 生葉数 枯死株率
(cm) (cm) (SPAD値) (cm) (枚) (%) 

無施肥区 8.6 :::t 1.5 7.1 士1.7 45.7 士8.3 13.4土2.8 10.4 :::t 1.6 0.06 

育苗じまん100g区 9.2 士1.0 8.1 :::t 1.3 44.4 :::t6.0 15.8 :::t 1.8 9.7 .:::t 1.3 0.05 

育苗じまん200g区 9.2 :::t 1.3 7.8 :::t1.3 46.8 土7.4 17.6 :::t2.6 10.3 :::t1.3 。
育苗じまん300g区 9.7 :::t0.9 9.1 土1.2 47.4 :::t6.8 20.1 :::t2.7 10.0 :::t 1.4 0.03 

慣行区 9.3 :::t 1.0 7.6 :::t0.8 43.5 :::t6.6 15.2 士1.8 10.2 :::t0.8 0.04 

調査日:2013年3月15日(定植31日後)
I :::t Jは標準偏差 (n=20)を表す
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り， 100g程度の結球重の低下が

みられた。育苗じまん区の中で

は，育苗じまん300g区で、2.8t/10a

と最も収量が多かったが，慣行区

対比で78.2%と慣行区に劣った。

品質に関しては 慣行区のみ秀品

率が93%と高かったが，育苗じ

まん区では肥切れによる結球不良

でA品が増加し 秀品率が低下し

た。また， 2L及びL球率も10%

以下と低く，育苗じまん区では小

玉のまま，結球重が増え，結球緊

度が高くなった。その結果，収量

としては2012年度と大きく変わ 図 4. 収穫物の様子 (2013年度)

表 5. セル内基肥全量施肥がレタスの収量・品質・収益性に及ぼす影響

球重球体積z 結球y 規格(%) 等級(%) 収量x 組収益w年度 試験区 (g) (cm3) 緊度 A (kg/10a) (千円/10a)2L L M S 外 ヨJミ・3 優

無施肥区 250 1，216 0.21 4 32 20 36 8 94 6 。1，644 442 

育苗じまん100g区 367 1，640 0.22 14 54 26 4 2 96 4 。2，308 591 

2012育苗じまん200g区 394 1，512 0.26 4 54 34 6 2 94 6 。2，338 571 

育苗じまん300g区 417 1，779 0.23 31 29 23 10 6 94 6 。2，362 531 

慣行区 305 1，695 0.18 6 60 28 6 。94 6 。1，973 595 

無施肥区 249 833 0.31 。1 14 54 31 67 2 31 2，378 159 

育苗じまん100g区 279 930 0.30 。4 25 46 25 72 3 25 2，623 210 

2013育苗じまん200g区 310 962 0.32 。10 36 44 10 89 1 10 2.742 335 

育苗じまん300g区 323 1，038 0.31 。7 37 39 17 81 2 17 2，837 283 

慣行区 407 1，461 0.28 4 40 34 22 93 6 l 3，628 511 

z球体積:1/6*π(球径)2*(球高)
y 結球緊度:結球重/球体積
x収量:区内の連続した50株より推定
w粗収益:規格 ・等級と過去 3年の規格等級別平均単価を基に 区内の連続した50株より推定し算出

らなかったが，秀品率の低下と球のボリューム不 果，定植前土壌の N03-N量は 13.6""36.2mg

足により，販売単価が伸びず，粗収益では2012 /100gと残肥がかなり多かった。また， 2作目定

年度と比べ200""300千円/10a減収する結果と 植後から収穫までの気温が比較的高く推移した

なった(表 5，図 4)。 ことで，育苗じまんの溶出が進み，収量及び組

(5 )土壌中硝酸態窒素 収益は慣行区と同等となり， 2作目収穫後土壌の

2012年度は12月""2月が低温で推移したため， N03-N残量も多かった(図 2，表6)。

生育の遅れとレタスビッグベイン病が発生し，生 一方， 2013年度は12月の低温で， 定植は平年

育不良から十分な窒素吸収が行われなかった結 より遅れたものの 生育のバラツキや病害の発生



平成26年10月 1日 農 業と科学 (11) 

司1".. ，， 111圃喝川，，，h ，II~"" ，，， I ，，1I町四"， 11 ，，"'噂咽 1111川 111.‘"1，，""'，.. ..'1. ， "'.11.....1. ，"'.，， .....11""11"...川川1'"回...， '''11・ 1....... ， 1111111.....川1 ・，，，， '.....'11'''' ， '1.....'' ・・ '"n......'・，，，，， 111 園町・・・ 11..1" ， 111"111・ 'Iflhll....llhlhl"~四..，， 10，"'.

表 6. セル内基肥全量施肥における 2作目レタス定植前・収穫後の土壌化学性

定植前 収穫後

年度 試験区 EC N03-N EC N03-N 
pH 

(mS/cm) (mg/100g) 
pH 

(mS/cm) (mg/100g) 

無施肥区 6.2 0.70 28.0 6.4 0.55 21.0 

育苗じまん100g区 5.8 0.62 30.7 6.3 0.59 21.8 

2012 育苗じまん200g区 6.3 0.45 36.2 6.2 0.63 25.5 

育苗じまん300g区 6.2 0.31 13.6 6.1 0.69 37.2 

慣行区 5.8 0.65 31.4 6.1 0.84 65.5 

無施肥区 6.9 0.18 3.7 6.4 0.17 3.0 

育苗じまん100g区 7.0 0.20 4.2 6.5 0.17 3.1 

2013 育苗じまん200g区 6.9 0.21 5.3 6.5 0.17 3.7 

育苗じまん300g区 6.8 0.20 5.6 6.3 0.22 3.9 

慣行区 6.9 0.18 5.2 6.4 0.16 5.8 

土壌の採取は畝内の株間 2ヵ所と条間 lヵ所の計3ヵ所を l地点とし， 1区当たり 3地点から深さ 15cmまでを
採取し，縮分した。採取時期は定植日と収穫日とした。 N03-Nの測定は RQフレックスを使用した。

など，前作における影響は少なく，定植前土壌の

N03-N量は3.7'"'-'5.6mg/1 OOgと低くかった。ま

た，定植後は 2月中旬と 3月上旬の低温により育

苗じまんの溶出が進まず 肥切れの状態となった

結果，慣行区と比べ秀品率と 2L及びL球率が低

下し，慣行区並の収量及び粗収益が得られなかっ

たと考えられる(図 2，表6)。

4. まとめ

以上のことから， 2012年度にみられたように，

前作の残肥が多く 生育期間中の気温が平年並み

であれば慣行区と同等の収量を確保することがで

きた。しかし， 2013年度にみられたように，冬

期の低温により肥効が安定せず，肥切れ気味と

なった場合，同等の収量を確保できなかった。セ

ル内基肥全量施肥と慣行施肥を比較した場合，慣

行施肥の方が年次変動による球の規格ならびに等

級への影響を受けにくく 2作目 4月穫りレタス

においてはセル内基肥全量施肥での安定栽培は難

しいことが示唆された。

5. おわりに

本試験は，低温期の育苗であったが，窒素の溶

出による根の肥料焼けや徒長が目立ち，培土への

育苗じまんの混和量が増えるに従って根鉢の形

成が悪くなり，苗質は低下する結果となった。ま

た，苗の生育もばらつく傾向にあったことから，

できるだけ肥料を傷つけずに 均一に育苗じまん

と培土を混和し セルトレイに充填する必要があ

ると考えられる。

一方，本圃においては，低温の影響を受け，収

量を確保するのに十分な窒素の溶出が得られない

年もあった。生育期間が冬期となる本作型では，

本圃においてより溶出しやすいタイプの肥料が求

められるが，レタスの耐肥性は弱いので，育苗期

間中には逆に溶出しないことが条件となる。
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